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平成29年度実験 総まとめ！
平成29年度、大樹町多目的航空公園では12団体により21件の利用があり、

様々な実験が行われました。そこで今回は、平成29年度に行われた実験をま
とめて紹介します！
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無人機SARのリピートパスインター
フェロメトリMTIに係る研究(JAXA、
東京電機大学)
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～～～
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JAXAでは東京電機
大学と連携し、無人
機にSARというレー
ダを搭載し、地上で
移動する物体を観測する技術を開発してい
ます。今年度は2機の無人機を同時に協調さ
せて飛行させる試験が行われました。

小型飛行ロボット飛行実験
（電気通信大学）

3種類の飛行ロボットを自律
飛行させる実験が4月～５月
と8月に行われました。
今年度から新たに垂直離着陸
無人機の飛行試験も実施され
ました。

動力天体着陸FTB離着陸試験
（JAXA研究開発部門）

将来の惑星探査の実現に
必要となる月や火星など
の重力天体に着陸するた
めの技術を試験し、基本
的な離着陸機能の検証が
行われました。

大気球実験（JAXA大気球実験班）

日本では大樹町でのみ
行われている大気球実
験。今年度は「成層圏
における微生物捕獲実
験」と「新型ロードテープ気球飛翔試
験」の２種類の実験が行われました。

観測ロケット「MOMO」打上げ実験
（インターステラテクノロジズ（IST））

小型飛行ロボット飛行実験
（電気通信大学）

レーザー距離計や暗視カメラにより、夜間や
悪天候時におけるヘリコプターの安全な飛行
を可能にする「SAVERH」という技術の試
験が行われました。

11月

放射線モニタリング無人機システムの
飛行実験（日本原子力研究開発機構）

小型無人航空機が飛行時に放射線検出を行
うシステム「URAMS」の機能向上型機体
の機能確認試験が行われました。

↑ 各実験の詳細は
町HPをCHECK！

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾛｹｯﾄ打上げ実験
(東海大 学生ﾛｹｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)

今年も東海大によるロケット
打上げ実験が行われました。
今回は初の純大学製ロケット
でしたが、トラブルが続き、
燃料が切れてしまい、打上げ
を断念しました。

HTV搭載小型カプセル高空落下試験
（JAXA有人宇宙技術部門）

IST社が国内の民間企業単独で
は初となる宇宙空間到達を目指
し、観測ロケットMOMOの打
上げ実験を実施しました。しか
し、打上げ66秒後に地上との
通信が途切れたため、エンジン
緊急停止により飛行を中止しま
した。ISTは2018年春にMOM
O2の打上げを予定しています。

パイロット状況認識支援技術SAVERH
飛行試験（JAXA航空技術部門）

「こうのとり」搭載小型カプセル高空
落下試験（JAXA有人宇宙技術部門）

宇宙ステーション補給機
「こうのとり」に搭載さ
れ、宇宙で得られた実験
成果を地球に持ち帰る「小型回収カプセル」
の高空落下試験が実施されました。

提供：IST
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このコーナーでは、本紙に出てきた宇宙関連
用語を解説します。今回、取り上げる用語は
「観測ロケット」です！

観測ロケットとは、いつも皆さんがニュース
で目にする人工衛星打上げ用のロケットとは異
なり、ロケット自身が空を飛びながら落下する
までの間に気象観測や宇宙観測のほか、材料工
学や微小重力の実験など様々な観測・実験を行
うことを目的としたロケットです。

過去４年間の航空公園利用実績と視察実績を下表にまとめました。
平成29年度の航空公園の利用では、平成28年度と比較して利用件数と人数が若干減少し、

日数は増加するなど、長期間にわたる実験が多く実施されました。視察では、視察人数が平成
27年から年々増加しており、航空宇宙への関心の高まりが感じられます。なお、視察の中心
地の宇宙交流センターSORAは集会室を増築し、展示内容も大きく刷新して、
視察受入れ機能を強化し平成30年4月28日にリニューアルオープンします。

年度
航空公園
利用件数

実験のべ
日数

実験のべ
人数

団体視察件数 視察人数
（個人・団体合計）

平成29年 21件 281日 4,015人 54件 4,652人

平成28年 27件 198日 4,358人 54件 3,880人

平成27年 29件 167日 4,005人 30件 2,531人

平成26年 19件 283日 4,156人 35件 2,542人

航空宇宙関連実績とその推移

IST社が大樹町で打上げて大きな話題となっ
たMOMOも観測ロケットでした。IST社では
MOMO 2号機の開発を進めており、2号機で
は高知工科大学総合研究所インフラサウンド
研究室の実験装置が搭載され、空気が薄い高
層大気でのインフラサウンド（人が感知でき
ない音）の伝わり方を調査します。なお、2号
機は2018年春に打上げ予定ですので、ぜひ
ご注目ください！

↑ SORA増築部分

気球が到達可能な高度は約50 kmまで、多く
の人工衛星は高度250 km以上を飛んでいるの
で、両者の間を直接観測できるのは観測ロケッ
トのみとなっています。また、比較的経費が少
なく、短期間で準備できる点もメリットです。
実際、岩手県でJAXAと気象庁により運用され
ていた「MT-135P」は、観測ロケットの特徴
を生かして、1970年から2001年の間の毎週
水曜日の定期観測のために、計1,119機が打上
げられました。

（背景：MOMO イメージ図、提供：IST）


